
１．共通項目

C1-1
外国語を用いて論文を作成で
きる ○ ○ ○ ○ ○

C1-2 外国語を用いて討論ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C1-3 外国語を用いて業務を行える ○ ○ ○ ○ ○

C1-4
国際的な集団の中で，目的を
達成するために必要な判断・
調整ができる

○ ○ ○ ○ ○

C2-1
人類社会が直面する課題や，
集団が抱える問題点を理解で
きる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C2-2
正確な知識と高い倫理観に基
づき，課題について対策を提
案することができる

○ ○ ○ ○ ○

C2-3

個や集団のストレスをコント
ロールし，個や集団が的確な
方向へ進めるようにマネジメ
ントできる

○ ○ ○ ○

C2-4

原爆からの復興を果たした広
島大学の経験に基づき，放射
線災害復興のために自らが
果たすべき役割を明確にし遂
行できる

○

C3-1
専門分野を超えた知識や技
術を活用し，独創的な研究を
発案・展開できる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C3-2

放射線災害に伴う多様なリス
クを総合的な視点から理解
し，的確な対応策を提言でき
る

○ ○ ○ ○

C3-3
放射線生物学の基礎を理解
でき，人体への影響を評価で
きる

○ ○ ○

C3-4

放射性物質と放射線の基礎を
理解でき，各種放射線測定器
を使用し，環境中の放射性物
質の動態を評価することがで
きる

○ ○ ○

C3-5
放射線災害時における個や
集団へのストレスを把握でき，
解決方法を提示できる

○ ○ ○

放射線生物
学入門

環境科学入
門（生物多
様性科学）

ヒロシマ復
興史

初期被ばく・
内部被ばく・
疫学演習

基礎到達目標

3

学際力:専
門分化した
知識の全体
を俯瞰し，
必要に応じ
て活用する
ことができ
る

2

マネジメント
力:状況を科
学的に捉
え，より良い
状況に向け
て合意形成
を導くことが
できる

学修目標
各主任指導
教員が指定
する科目

短期フィー
ルドワーク

長期フィー
ルドワーク
／長期イン
ターンシップ

1

国際力:国
際社会で
リーダー
シップを発
揮すること
ができる

放射線統合
医科学

核エネル
ギー特論

放射線反応
化学

適応行動論
放射線災害
復興学

NO
放射線計測

演習
放射線災害

医療学
経営組織論 CSR論

持続可能な
観光発展論



２．放射線災害医療コース

M4-1
急性放射線障害に至る経緯
について理解でき，急性放射
線障害の病態の把握ができる

○ ○ ○

M4-2

急性放射線障害から自らを防
御でき，放射性物質に汚染さ
れたものの適切な処理方法を
理解できる

○ ○

M4-3
放射線測定機器（ガイガーカ
ウンター，ホールボディカウン
ター等）を適切に使用できる

○ ○

M5-1

事故により大気中に放出され
た放射性物質や，食品中に含
まれる放射性物質の動態につ
いて理解できる

○

M5-2
低線量放射線による健康影
響を理解できる ○ ○ ○

M5-3
低線量被ばくによる健康影響
の疫学調査を理解できる ○ ○ ○

M6-1
内部被ばくと外部被ばくの違
いを理解できる ○ ○ ○

M6-2
健康調査，疫学調査の基礎を
理解できる ○ ○ ○ ○

M6-3

放射線測定機器（ガイガーカ
ウンター，ホールボディカウン
ター等）の特徴について理解
できる

○ ○ ○

M7-1
放射線による胎児・小児への
影響を理解できる ○ ○

M7-2
胎児（母体）と小児の体内シス
テムについて理解できる ○

M7-3
胎児（母体），小児への放射線
の防御方法を理解できる ○

M8-1
発がんと遺伝子について理解
できる ○ ○ ○

M8-2
放射線による発がんメカニズ
ムと遺伝的影響について理解
できる

○

M8-3
発がんリスクや遺伝的影響に
関する疫学の基礎について理
解できる

○ ○

M9-1
放射能汚染ストレスについて
理解できる ○ ○ ○

M9-2
放射能汚染ストレス下で起こ
りうる心理的影響を評価でき
る

○ ○

M9-3
メンタルケアの基礎を理解で
きる ○

7

放射線高感
受性である
胎児，小児
への適切な
影響評価と
診断，治療
ができる

8

放射線によ
る発がんと
遺伝的影響
の機序とそ
のリスクを
評価できる

9

放射能汚染
ストレス下
における心
理的評価と
メンタルケ
アができる

4

原発作業員
などの急性
放射線障害
の病態の把
握と診断・
治療ができ
る

5

一般住民な
どへの低線
量被ばくの
影響評価が
できる

6

内部被ば
く，外部被
ばくの的確
な線量評価
ができる

長期フィー
ルドワーク
／長期イン
ターンシップ

放射線計測
演習

放射線災害
医療学

放射線統合
医科学

核エネル
ギー特論

放射線反応
化学

適応行動論
放射線災害
復興学

各主任指導
教員が指定
する科目

短期フィー
ルドワーク

CSR論経営組織論
持続可能な
観光発展論

初期被ばく・
内部被ばく・
疫学演習

NO
放射線生物
学入門

環境科学入
門（生物多
様性科学）

ヒロシマ復
興史

基礎到達目標学修目標



３．放射能環境保全コース

E4-1

原発事故，核テロ，放射線事
故に至る経緯について理解で
き，安全管理のポイントが把
握できる

○ ○ ○

E4-2
原子炉の原理，構造，核燃料
サイクルを理解できる ○

E4-3
原子核の構造と安定性，放射
線の発生，核分裂反応につい
て理解できる

○ ○

E5-1
放射性物質の環境への拡散
理論を理解できる ○ ○ ○

E5-2
放射線計測の核種分析機器
の測定原理を理解できる ○ ○ ○

E5-3

放射線計測の核種分析機器
の分析方法と計測方法を理解
して測定でき，結果を解析し，
外部被ばくと内部被ばくの解
析と評価ができる

○ ○ ○

E6-1
大気中，土壌中，海洋中での
放射性物質の移行・挙動が理
解できる

○ ○ ○

E6-2

大気・土壌・海洋から動物・植
物への放射性物質の移行を
理解でき，動物・植物中の放
射性物質の挙動を理解できる

○ ○ ○

E6-3
食品中の放射性物質汚染に
ついて理解でき，食品からの
内部被ばくを評価できる

○ ○

E7-1
放射性廃棄物の適切な処理
について理解できる ○

E7-2
放射性廃棄物の適切な保管
について理解できる ○

E7-3
放射性物質の除染について
理解できる ○ ○

7

適切に放射
能の除染及
び放射性廃
棄物の処
理，保管が
できる

放射線災害
復興学

各主任指導
教員が指定
する科目

短期フィー
ルドワーク

初期被ばく・
内部被ばく・
疫学演習

基礎到達目標学修目標

5

適切に環境
汚染の計
測，解析，
評価ができ
る

6

放射性物質
の大気中，
土壌中，海
洋中での環
境動態及び
食品中の汚
染を解析で
きる

長期フィー
ルドワーク
／長期イン
ターンシップ

CSR論経営組織論
持続可能な
観光発展論

4

原発事故，
核テロ及び
放射線事故
における核
分裂反応生
成物の性質
を科学的に
解析できる

放射線計測
演習

放射線災害
医療学

核エネル
ギー特論

放射線反応
化学

適応行動論NO
放射線生物
学入門

環境科学入
門（生物多
様性科学）

ヒロシマ復
興史



４．放射能社会復興コース

S4-1
放射線災害時における人々の精
神的影響を推測，把握できる ○ ○ ○

S4-2
ストレスの人間への影響につい
て，心の病気の治療法を理解でき
る

○

S4-3
認知の歪みやヒューマンエラーの
発生過程について理解できる ○ ○

S5-1
母子のための健全な子育て環境
について理解できる ○

S5-2
胎児（母体）と小児のための保健
学的基礎を理解できる ○

S5-3
小児の精神の発達過程について
理解できる ○

S6-1
種々の社会的機関の役割と社会
的意思決定の形成過程について
理解できる

○ ○ ○

S6-2
災害時におけるリスク・コミュニ
ケーションのあり方について理解
できる

○ ○ ○ ○ ○

S6-3
災害後の社会的排斥や偏見・差
別の発生機序を理解し，それらの
拡散の防止策を立案できる

○

S7-1
人々の生活とコミュニティとの関
わりについて理解できる ○ ○

S7-2
コミュニティの構造と運営方法に
ついて理解できる ○ ○

S7-3
災害後の時間経過に伴うコミュニ
ティの復興過程を理解し，的確な
対応法が提言できる

S8-1
ソーシャルキャピタルを拡充する
ための手法について理解できる ○ ○

S8-2
多様な観点からプロジェクト分析
を行うことができる

S8-3
系統的なプロジェクトマネジメント
の方法について理解できる ○

S9-1
個人と集団との関係性について
理解できる ○ ○

S9-2
社会的排除の発生メカニズムと影
響を理解し，その防止と抑制策を
考えることができる

S9-3
リーダーに求められる資質と，そ
れを発揮させうるフォロワーや集
団のあり方について理解できる

○

4

放射線災害
がもたらす
人体への直
接的影響だ
けでなく精
神的ストレ
スによる人
やコミュニ
ティへの悪
影響を抑制

8

協同して社
会的問題解
決するため
のソーシャ
ルキャピタ
ルを拡充
し，プロジェ
クトを推進
できる

9

放射能スト
レス下にお
いて適切な
社会的合意
を形成する
ことができる

5

放射能汚染
ストレス下
における健
全な子育て
環境を支援
できる

6

放射能に関
する社会的
不安に対す
る適切なリ
スクコミュニ
ケーション
が実施でき
る

7

被災住民の
コミュニティ
再構築を支
援できる

放射線災害
復興学

各主任指導
教員が指定
する科目

短期フィー
ルドワーク

長期フィー
ルドワーク
／長期イン
ターンシップ

CSR論経営組織論
持続可能な
観光発展論

適応行動論NO
放射線生物

学入門

環境科学入
門（生物多
様性科学）

ヒロシマ復
興史

初期被ばく・
内部被ばく・
疫学演習

放射線計測
演習

放射線災害
医療学

核エネル
ギー特論

放射線反応
化学

基礎到達目標学修目標


	共通項目
	災害医療コース
	環境保全コース
	社会復興コース

